
1995年出土の木簡
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弥
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―
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遺
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柏
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木
敬
二

入
佐
川
遺
跡
は
、
兵
庫
県
の

北
部
、
豊
岡
市
街
地
の
南
東
約

七
ｈ
に
位
置
し
、
円
山
川
の
支

流
で
あ
る
出
石
川
と
入
佐
川
に

挟
ま
れ
た
沖
積
低
地

（水
田
）

部
に
立
地
し
て
い
る
。
標
高
は

つ

五
―
六
ｍ
で
あ
る
。
遺
跡
の
北

出

東
の
丘
陵
に
は
山
名
氏
宗
家
の

く

居
城
で
あ
る
此
隅
山
城
跡
が
あ



入
佐
川
遺
跡
調
査
地
点
の
最
も
上
流
域
に
あ
り
、
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千
弐
四
拾
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(3) 

か
ふ
や
」

漆
器

・
陶
磁
器
な
ど
が
あ
る
。

古
墳
時
代
中
期
の
河
道
を
利
用
し
た
貯
木
施
設
と
、
同
時
代
の
水
路
に
伴
う
祭

祀
跡
、
平
安
時
代
の
橋
脚
遺
構
な
ど
が
あ
る
。

今
回
報
告
す
る
地
点
は
、
入
佐
川
遺
跡
の
第

一
次
、
第
四
次
調
査
区
に
あ
た

る
。
調
査
面
積
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万
一
四
一
四
面
、
六
―
―
――
-＝

-2m
で
あ
る
。

第
一
次
調
査

跡

・
祭
祀
跡
、
奈
良
時
代
し
平
安
時
代
の
河
道

・
溝
と
橋
脚
、
中
世
の
溝
（
条

里
に
伴
う
も
の
）
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
遺
物
に
は
古
墳
時
代
の
祭
祀
跡
か
ら

出
土
し
た
石
釧
、
平
安
時
代
の
河
道
か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
器
（
「
中
」
）
、
木

木
簡
は
、
中
世
の
溝
の
上
層
部
か
ら
一
点
出
士
し
て
い
る
。
伴
出
遺
物
に
は

第
四
次
調
査

一
部
此
隅
山
城
下
町
跡
で

あ
る
宮
内
堀
脇
遺
跡
（
本
号
六
九
頁
参
照
）
と
も
重
な
っ
て
い
る
。

検
出
遺
構
は
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
河
道

・
溝
と
水
田
跡
、
室
町
時

製
人
形

・
馬
形

・
斎
串
な
ど
の
祭
祀
具
が
あ
る
。
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口
塩
州
六

□

人

検
出
し
た
遺
構
は
、
弥
生
時
代
ー
古
墳
時
代
の
河
道

・

溝
•
井
堰
と
水
田

第
一
次
調
査

・ロ

ロ

（
梵
字
）
（
梵
字
）

こ
れ
は
、
上
流
部
の
此
隅
山
城
下
町
か
ら
流
れ
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
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漆
器

・
箸

・
絵
馬
な
ど
の
木
製
品
が
あ
る
。

調
壺
は
、
前
記
し
た
砂
入

・
袴
狭
遺
跡
発
見
の
契
機
と
な
っ
た
小
野
川
放
水

路
事
業
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
注
目
さ
れ
る
遺
構
に
は

し
た
律
令
期
の
砂
入
遺
跡

・
袴
狭
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

り
、
南
東
の
高
台
に
は
天
日
槍
で
著
名
な
但
馬
国
の
一
宮
出
石
神
社
が
鎮
座
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
丘
陵
の
北
の
谷
部
に
は
大
量
の
木
製
祭
祀
具
が
出
土

れ
た
建
物
、
堀
、
土
塁
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

代
後
期
の
武
家
屋
敷
跡
で
あ
る
。
武
家
屋
敷
跡
は
整
地
と
溝
に
よ
っ
て
区
画
さ

木
簡
は
、
平
安
時
代
の
溝
か
ら
一
点
と
、
武
家
屋
敷
跡
の
堀
か
ら
三
点
の
合

計
四
点
が
出
士
し
て
い
る
。
堀
か
ら
の
伴
出
遺
物
に
は
、
陶
磁
器
、
土
師
質
皿
、

木
簡
の
釈
文

・
内
容
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1995年 出上の木簡

②
は
平
安
時
代
の
溝
か
ら
出
上
し
た
。
五
文
字
め
は

「右
」
あ
る
い
は

「古
」
か
。
①
ｌ
⑤
は
武
家
屋
敷
の
堀
か
ら
出
土
し
た
が
、
①
と
い
は
同

一
の

堀
出
土
で
あ
る
。
⑤
は
荷
札
木
簡
で
あ
り
、
最
下
部
の
文
字
は

「あ
ふ
や
」
と

も
見
え
る
。
隣
接
す
る
宮
内
堀
脇
遺
跡
に
、
内
容
、
形
状
と
も
類
似
し
た
も
の

が
あ
る
。
な
お
、
比
隅
山
城
は

一
四
世
紀
後
半
に
築
城
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
永

禄

一
二
年

（
一
五
六
九
）
織
田
軍
の
但
馬
侵
攻
に
よ
っ
て
落
城
し
て
い
る
。

釈
読
に
つ
い
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
館
野
和
己

・
渡
辺
晃
宏

・
古
尾

谷
知
浩
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

兵
庫
県
教
育
委
員
会

『
ひ
ょ
う
ご
の
遺
跡
』

一
四

（
一
九
九
四
年
）

（大
平
　
茂
）




